
実施結果

職員数　144人

給与費　【給料】515,822,463円　【職員手当等】479,241,626円　【共済費】205,066,281円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 222100 総務部 総務課 

事業名  2 図書集中管理事業（消防）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 337,527円 決 算 額 337,527円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　消防本部の事務執行に必要な制度や運用に関する図書の予算を集中管理します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・加除式図書の追録購入・加除を行 ・加除式図書の追録購入・加除を行 ・加除式図書の追録購入・加除を行 ・加除式図書の追録購入・加除を行

　いました。 　いました。 　いました。 　いました。

・図書の効率的な管理を行いまし　 ・図書の効率的な管理を行いまし　 ・図書の効率的な管理を行いまし　 ・図書の効率的な管理を行いまし　

　た。 　た。 　た。 　た。

■実施結果

　加除式図書の購入により、消防本部の業務に関する図書の管理を効率的に実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　効率的な管理を継続します。
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担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  1 人件費（常備消防費）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 1,211,720,000円 決 算 額 1,200,130,370円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 11,589,630円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市一般職の職員の給与に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し

ました。 ました。 ました。 ました。

■



試験の実施

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・健康診断、健康相談、安全衛生委 ・腰痛症検査、健康相談、ストレス ・腰痛症検診、健康診断、肝炎予防 ・腰痛症フォロー検診、肝炎予防対

　員会を実施しました。 　チェック、肝炎予防対策、安全衛 　対策、各種健康相談、安全衛生委 　策、各種健康相談、安全衛生委員

・人事給与事務の安定的な実施が図 　生委員会を実施しました。 　員会を実施しました。 　会を実施しました。

　られました。 ・人事給与事務の安定的な実施が図 ・人事給与業務の安定的な実施が図 ・人事給与業務の安定的な実施が図

・各種研修を実施しました。 　られました。 　れました。 　れました。

・各種研修を実施しました。 ・各種研修を実施しました。 ・各種研修を実施しました。

■実施結果

・各種健康診断・ストレスチェック等を実施しました。また、安全・衛生管理を効果的に行うために、安全衛生委員会を開催しました。

・福利厚生に対する補助が円滑に実施され、職員の元気回復・親睦が図れました。

・職員の人事給与に係る情報が適正に管理、活用されたことにより給与計算業務をはじめ人事給与事務の効率的、安定的な実施が図れました。

　また、業務委託による効率的な事務執行が実施できました。

・消防職員に対し、適宜研修を実施しました。

・幅広い人材から最小限必要な人員を新規採用するにあたり、様々な階層の職員による面接を行うなど人物重視の試験を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

・事業は円滑に実施できていますが、メンタルヘルス及び疾病予防への対策、病休者の復職支援などの課題があります。

・財政収支のバランス確保と、職員ニーズを踏まえた福利厚生事業の充実を両立させる必要があります。

・職員の更なる意識改革と能力開発を行います。

担 当 部 局 222500 総務部 情報政策室 

事業名  6 行政情報ネットワーク等管理運営事業（消防）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 10,094,000円 決 算 額 9,396,164円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 697,836円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市情報システムの管理運営に関する条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市役所内行政情報ネットワークの基盤であるネットワークと機器の維持・管理を行います。また、Ｍ－Ｎｅｔシステム上で動作するグループ

　ウェアソフト等の管理を行います。

２　Ｍ－Ｎｅｔの利用により全庁事務効率化及び運用管理コストの削減を目指します。

３　ＬＧＷＡＮ仮想システムの運用管理及び、大阪府版セキュリティクラウドを通じて府内市町村と連携を図り、情報セキュリティ対策をより強

　固なものにしていきます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　システム利用業務に支障のないよ 　システム利用業務に支障のないよ 　システム利用業務に支障のないよ 　システム利用業務に支障のないよ

う、ネットワーク管理運営を行いま う、ネットワーク管理運営を行いま う、ネットワーク管理運営を行いま う、ネットワーク管理運営を行いま

した。 した。 した。 した。

■実施結果

　システム利用業務に支障のないよう、ネットワーク管理運営を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　システム利用業務に支障のないよう、ネットワーク管理運営に努めます。
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担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  4 人事管理事業（消防）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 6,895,247円 決 算 額 6,712,685円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 182,562円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方公務員法、労働安全衛生法、労働安全衛生規則、一般職の職員の給与に関する条例、箕面市職員採用規則、箕面市職員研修規程

箕面市職員の厚生制度に関する条例、箕面市職員厚生会補助金交付要綱、箕面市職員安全衛生管理規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

・職員定期健康診断、各種検診、ストレスチェック、職員メンタルヘルス相談、職員安全衛生委員会の開催

・会員数による厚生会事業運営費（給付事業を除く）の補助

・人事給与等システムの保守委託及び人事給与等の総務事務にかかる委託

・人事考課システムの保守委託

・職員研修の実施

・職員採用



済に係る手続きを行いま

　を告示しました。 　約を締結しました。 　した。 　した。

・自動車共済、建物共済の継続加入

　手続きを行いました。

■実施結果

・消防施設における委託業務を適正に実施しました。

・消防業務に係る自動車共済、建物共済を適正に管理しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　各施設管理者による業務遂行の適正管理を進めます。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 10 常備消防一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 2,452,920円 決 算 額 2,125,741円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 327,179円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防本部全体の事務執行に係る経費を支出します。

２　各種負担金（全国消防長会、全国消防協会、大阪府下消防長会、北摂地区消防本部会）を納入します。

３　消防協力者表彰の経費を支出します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・全国消防長会負担金他3件の負担 ・事務執行に係る諸経費を支出しま ・事務執行に係る諸経費を支出しま ・事務執行に係る諸経費を支出しま

　金を納入しました。 　した。 　した。 　した。

・事務執行に係る諸経費を支出しま

　した。

■実施結果

１　消防本部全体の事務執行に係る経費を支出しました。

２　全国消防長会負担金他3件の負担金を納入しました。

３　消防協力者表彰の経費を支出しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 281800 みどりまちづくり部 営繕課 

事業名  8 公共施設管理等事業（消防）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 10,231,000円 決 算 額 10,213,297円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 17,703円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　消防施設の管理業務を集約して事務手続を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・各消防施設における委託業務を実 ・各消防施設における委託業務を実 ・各消防施設における委託業務を実 ・各消防施設における委託業務を実

　施しました。 　施しました。 　施しました。 　施しました。

・委託契約更新に係る総合評価入札 ・委託契約更新に係る落札者との契 ・自動車共済に係る手続きを行いま ・自動車共



団に負担 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

金を納入しました。

■実施結果

１　（一財）大阪市町村消防財団に負担金を納入しました。

２　賞じゅつ金支給事案はありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 12 消防職員被服貸与事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 6,231,000円 決 算 額 6,205,010円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 25,990円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法第１６条、箕面市消防吏員服制規則、箕面市消防吏員被服貸与規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　消防職員の安全確保と規律・節度の保持を図るため、国の基準に則した被服等を貸与します。

　・制服、活動服、救急服、救助服等を貸与します。

　・階級昇任者の周章等を更新します。

　・救急隊員の任命に伴う救急服を貸与します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・新規採用職員被服一式（1名）、 ・職員被服一式、安全靴を貸与しま ・安全靴を貸与しました。 ・職員被服一式、安全靴を貸与しま

　事務職員被服一式（1名）、ネー 　した。 　した。

　ムワッペンを貸与しました。 ・新規採用職員被服一式（2名）を

・周章の巻き替えを行いました。 　貸与しました。

■実施結果

１　新規採用職員に被服一式の貸与を行いました。

２　消防職員に被服の貸与を行いました。

３　階級昇任者の周章の巻き替えを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 11 消防職員賞じゅつ金事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 355,000円 決 算 額 353,200円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,800円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市消防職員等賞じゅつ金支給条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防職員が公務災害により死亡し、又は障害の状態となったときなどに、賞じゅつ金を支給する制度を活用するため、（一財）大阪市町村消

　防財団に加入し、その負担金を納入します。

２　事案が発生した際に、条例に基づき各賞じゅつ金を支給します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　(一財)大阪市町村消防財



耗品の購入を 　委託、庁舎管理用消耗品の購入を 　委託、庁舎管理用消耗品の購入を 　委託、庁舎管理用消耗品の購入を

　行いました。 　行いました。 　行いました。 　行いました。

・仮眠用寝具を借り上げました。 ・仮眠用寝具を借り上げました。 ・仮眠用寝具を借り上げました。 ・仮眠用寝具を借り上げました。

■実施結果

１　消防本部、箕面消防署、東西分署、豊能消防署、東出張所の施設及び付帯設備の維持管理を行いました。

２　隔日勤務者の仮眠用寝具を借り上げ、衛生管理を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 14 消防出初式開催事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 477,000円 決 算 額 364,535円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 112,465円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　平成30年の年頭にあたり、消防職員、消防団員等消防関係者の士気高揚を図るとともに、市民の防火、防災意識の普及高揚を目的として、　

　消防出初式を平成30年1月3日(水曜日)に市内の公共施設で開催します。

２　消防ヘリコプターの飛来、消防職員・消防団員・婦人防火クラブ員・少年消防クラブ員による入場行進(箕面市青少年吹奏楽団演奏)、消防訓

　練の披露、消防表彰の他、新規導入消防車両の展示と体験コーナーの設置を計画しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・出初式の開催場所を決定し、関係 ・関係機関との調整を実施しまし　 ・関係機関との調整を実施しまし　 ・1月3日に西小学校で出初式を開催

　機関との調整を実施しました。 　た。 　た。 　しました。

・消耗品を購入しました。

■実施結果

１　平成30年1月3日（水曜日）に西小学校で箕面市消防出初式を開催しました。

２　消防職員、消防団員等消防関係者　総勢561名が参加しました。

３　約800名の来場がありました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 13 庁舎管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 17,972,760円 決 算 額 17,908,235円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 64,525円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法、水道法、電気事業法

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　施設、付帯設備等の維持管理をします。

２　庁舎管理用消耗品等を購入します。

３　隔日勤務者の仮眠用寝具を借り上げます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・施設等の修繕、施設保守点検等の ・施設等の修繕、施設保守点検等の ・施設等の修繕、施設保守点検等の ・施設等の修繕、施設保守点検等の

　委託、庁舎管理用消



小型移動式クレ 　大阪府立消防学校の各種研修、大

員を派遣しました。 者技能講習、大阪府立消防学校の各 ーン講習、大阪府立消防学校の各種 阪市消防局派遣研修に職員を派遣し

種研修に職員を派遣しました。 研修、消防大学校、全国消防長会消 ました。

防長研修会に職員を派遣しました。

■実施結果

　消防業務を遂行するため、大阪府立消防学校各種研修に14名、全国消防長会消防長研修会に1名、消防大学校に1名、大阪市消防局派遣研修に1

名、資格等講習に10名の職員を派遣しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290200 消防本部 予防室 

事業名 17 予防活動事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 504,000円 決 算 額 426,583円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 77,417円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法第6条、消防法第1条他

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防用設備や建設行為に係る消防水利施設等の設置指導、検査を実施します。

２　危険物施設の許可や検査を実施します。

３　防火管理者を養成する講習会を開催します。

４　火災予防の企画立案や防火広報を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　防火管理講習会を開催し、防火管 　市内小中学生を対象に防火作品を ・秋の全国火災予防運動に伴い、イ 　春の全国火災予防運動に伴い、イ

理者を養成しました。 募集し、優秀作品を決定しました。 　ベントの開催や事業所への防火啓 ベントの開催や事業所への防火啓発

　発文を送付しました。　　　　 文を送付しました。

・優秀作品に選ばれた作品の展示を

　市内の公共施設で行い、防火意識

　の高揚を図りました。

■実施結果

１　建築確認の消防同意、建設行為に伴う消防水利施設等の協議、危険物施設や防火対象物の立入検査（470件）等を実施し、施設の防火安全性

　の確保及び向上に努めました。

２　秋や春の全国火災予防運動時に事業所等に火災予防啓発文を送付したり、各種広報媒体やイベントを通じて市民に対し火災予防の普及啓発を

　図りました。

３　市内小・中学生を対象に防火作品を募集し、優秀作品を表彰のうえ市内施設へ展示することで防火意識の啓発を図りました。

４　事業所等の防火管理体制の充実強化を図るため、防火管理講習を開催し、54名の防火管理者を養成しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 15 人事管理事業（消防）（職員研修）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 2,074,753円 決 算 額 1,954,048円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 120,705円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方公務員法第39条、消防組織法第52条、箕面市職員研修規程

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　各種派遣研修（大阪府立消防学校派遣研修、消防大学校派遣研修、他市消防本部派遣研修、実務専門派遣研修、安全衛生派遣研修、全国消防長

会消防長研修会派遣）をはじめ、各種研修会やセミナーに職員を派遣します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　大阪府立消防学校の各種研修に職 　酸素欠乏・硫化水素危険作業主任 　玉掛け技能講習、



入隊式を実施 　婦人防火クラブ等に対して防火講 ・婦人防火クラブ代表者による連絡 　婦人防火クラブ及び少年消防クラ

　し、クラブの活性化を図りまし　 習会を開催し、防火意識の啓発を図 　会を開催し、各クラブの情報交換 ブが出初式に参加しました。

　た。 りました。 　及び活性化を図りました。　　

・婦人防火クラブ代表者による連絡 ・視察研修会を実施し、各クラブの

　会を開催し、各クラブの情報交換 　防火・防災知識の向上を図りまし

　及び活性化を図りました。 　た。

■実施結果

１　防火講習会、救急講習会を開催し、火災予防や応急処置等に関する知識の習得及び家庭や地域における防火知識の高揚を図りました。

２　消防本部や大阪府婦人防火クラブ連絡協議会が主催する各種行事に参加し、防火クラブの育成強化を図りました。

３　婦人防火クラブ代表者による連絡会を開催し、年間活動計画の決定や各クラブ間の情報交換を行い、活動の活性化を図りました。

４　大阪府婦人防火クラブ連絡協議会の優良婦人防火クラブ員表彰を受賞しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290200 消防本部 予防室 

事業名 19 住宅防火対策推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 479,080円 決 算 額 458,768円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 20,312円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第9条の2

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市内全戸を対象に防火訪問し、住宅防火指導などを実施します。　

２　住宅防火訪問で住宅用火災警報器の設置状況などを調査し、未設置の場合は設置を指導します。

３　各種広報媒体や防火講習会等において、住宅用防災機器等の普及啓発広報を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　豊川南小校区の全戸を対象とした 　萱野小校区の全戸を対象とした住 　豊川北小校区の全戸を対象とした 　西南小校区の全戸を対象とした住

住宅防火訪問を実施しました。 宅防火訪問を実施しました。 住宅防火訪問を実施しました。 宅防火訪問を実施しました。

■実施結果

１　豊川南小校区、萱野小校区、豊川北小校区及び西南小校区の約15,000世帯を対象とした住宅防火訪問を実施し、住宅用火災警報器の設置促進

　に努めました。

２　各種広報媒体及び防火講習会等において、住宅用防災機器等の普及啓発を実施しました。

３　市内各所において、住宅用火災警報器の街頭啓発及びアンケートを実施し、普及率等を調査しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290200 消防本部 予防室 

事業名 18 防火クラブ育成事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 54,000円 決 算 額 50,198円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,802円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　婦人防火クラブを対象に防火講習会などを開催して、防火意識の啓発を図ります。

２　各婦人防火クラブの代表者による連絡会を開催して、クラブ間の情報交換や活性化を図ります。

３　各クラブ員の消防出初式などの火災予防関連行事参加を通じて、クラブ員による地域住民への防火に関する情報発信等を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・少年消防クラブの



設の立入検査を実施し、 　高圧ガス施設及び液化石油ガス施 　高圧ガス施設及び液化石油ガス施 　火薬類施設の保安検査及び立入検

事業所の自主保安体制の確保を促進 設の立入検査を実施し、事業所の自 設の立入検査を実施し、事業所の自 査を実施し、事業所の自主保安体制

しました。 主保安体制の確保を促進しました。 主保安体制の確保を促進しました。 の確保を促進しました。

■実施結果

１　高圧ガス施設、液化石油ガス施設及び火薬類施設の立入検査（26件）を実施し、事業所の自主保安体制の強化に努めました。

２　大阪府及び府内消防本部との情報共有により指導内容の統一化を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 23 警備活動一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 249,000円 決 算 額 212,849円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 36,151円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法第40条

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防水利の新設、修理修繕事務、消防車両の購入更新整備等の事務、消防組織法第40条に基づく消防統計等報告事務に係る消耗品を購入し　

　ます。

２　歳末警戒に伴う消防・警察合同発隊式を開催します。

３　消防車両の製作検査や会議出席等における有料道路通行料を支出します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　事務執行に係る消耗品を購入しま 　事務執行に係る消耗品を購入しま ・事務執行に係る消耗品を購入しま ・事務執行に係る消耗品を購入しま

した。 した。 　した。 　した。

・歳末警戒に伴う消防・警察合同発 ・有料道路使用料を支払いました。

　隊式を開催しました。

■実施結果

１　平成29年11月26日（日曜日）に、歳末警戒に伴う消防・警察合同発隊式を開催しました。

２　消防企画室の各種事務を適切に執行しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290200 消防本部 予防室 

事業名 20 高圧ガス保安法等事務事業（権限移譲分）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 82,000円 決 算 額 44,194円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 37,806円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

高圧ガス保安法、液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律、火薬類取締法、大阪府産業保安行政事務に係る事務処理の特例に関

する条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　保安3法の各根拠法令に基づき、製造、販売、貯蔵等の許可、検査等を実施します。

２　事業所の自主保安体制向上を図るための情報を発信します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　火薬類施



せん。 ・災害等の出動事案はありません。 ・災害等の出動事案はありません。

・歳末警戒に伴う消防･警察合同発 ・大阪市へ消防用ヘリコプター運営

　隊式に訓練出動しました。 　費負担金を納入しました。

・大阪府から消防用ヘリコプター運

　営費補助金を受領しました。

・山間部捜索訓練を実施しました。

■実施結果

１　大阪市へ消防用ヘリコプター運営費負担金を納入しました。

２　大阪府から消防用ヘリコプター運営費補助金を受領しました。

３　消防･警察合同発隊式及び消防出初式に訓練出動しました。

４　森林区域における火災初動訓練及び捜索訓練を1回実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 25 警防業務消防連携事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 9,178,000円 決 算 額 9,041,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 137,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

はしご付消防自動車共同運用に係る消防応援協定

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面市域におけるはしご車を必要とする中高層（4階建て以上の建物）火災や救助等の災害に豊中市のはしご車が出動し、これに係る経費を按

分して負担します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　両市消防本部(局)のはしご車技術 　特にありません。 　特にありません。 ・両市消防本部(局)のはしご車技術

向上のため、合同訓練を実施しまし 　向上のため、合同訓練を実施しま

た。 　した。

・平成29年度のはしご車共同運用に

　係る負担金を支出しました。

■実施結果

１　豊中市消防局と合同訓練を2回実施し、両市の連携強化を図りました。

２　豊中市へはしご車共同運用に係る負担金を支出しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 24 大阪航空消防運営費負担金事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 4,360,000円 決 算 額 4,360,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

大阪航空消防運営委員会規約、大阪航空消防運営費の分担に関する要綱、大阪市・箕面市航空消防応援協定

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　大阪市消防航空隊による消防用ヘリコプター運営費負担金の納入、補助金の受領及び各訓練事業等に係るヘリコプター出動に関する調整を行い

ます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　災害等の出動事案はありません。 　災害等の出動事案はありま



民への広報を実施しました。 て市民への広報を実施しました。 　て市民への広報を実施しました。

ン）を実施しました。 ・救急安心センターおおさか運営費

　分担金を支払いました。

■実施結果

１　市民へ救急安心センターおおさかについての広報を実施しました。

２　救急安心センターおおさか運営のための負担金を支払いました。

３　平成29年中に箕面市内から3,116件の利用がありました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　市民の安心感の確保と救急車の適正利用を図るため、継続した救急安心センターおおさかの広報が必要です。

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 27 常備消防車両管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 16,274,660円 決 算 額 16,089,927円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 184,733円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路運送車両法第48条、第58条、第62条、自動車点検基準第3条

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　消防本部（署）に配置している消防車両32台分の運行管理を適正に行います。

１　点検整備等を実施します。

２　燃料等を購入します。

３　車両維持管理に必要な諸物品を購入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・消防車両の法定点検(20台)を実 ・消防車両の法定点検(15台)及び ・消防車両の法定点検(12台)及び ・消防車両の法定点検(11台)及び

　施しました。 　継続検査(3台)を実施しました。 　継続検査(6台)を実施しました。 　継続検査(5台)を実施しました。

・車両の修繕及び維持管理を実施し ・車両の修繕及び維持管理を実施し ・車両の修繕及び維持管理を実施し ・車両の修繕及び維持管理を実施し

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

・車両用消耗品を購入しました。 ・車両用消耗品を購入しました。 ・車両用消耗品を購入しました。 ・車両用消耗品を購入しました。

・車両用燃料を購入しました。 ・車両用燃料を購入しました。 ・車両用燃料を購入しました。 ・車両用燃料を購入しました。

■実施結果

１　消防車両の運行管理を実施しました。

　①車両点検整備（継続検査14台、法定点検延べ58台）

　②消防車両の修理

２　車両用燃料（軽油・ガソリン）及び車両用消耗品を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 26 救急安心センターおおさか運営費負担事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 3,028,000円 決 算 額 2,952,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 76,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第35条の5

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　「救急安心センターおおさか」への事業参加を継続し、運営に係る費用の負担金を支払います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　救急安心センターおおさかについ 　救急安心センターおおさかについ 　救急安心センターおおさかについ ・救急安心センターおおさかについ

て市民への広報（統一キャンペー　 て市



） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・普通救命講習、救命入門コース及 ・上級救命講習、普通救命講習、救 ・普通救命講習、救命入門コース及 ・普通救命講習、救命入門コース及

　び救急講習を開催しました。 　命入門コース及び救急講習を開催 　び救急講習を開催しました。 　び救急講習を開催しました。

・救命講習用の資器材を購入しまし 　しました。 ・救命講習用の資器材を購入しまし ・救命講習用の資器材を購入しまし

　た。 ・救命講習用の資器材を購入しまし 　た。 　た。

　た。

■実施結果

１　ＡＥＤの操作方法等の救命講習会を実施しました。

２　実施回数114回（内訳：上級救命講習1回、普通救命講習65回、救命入門コース19回、救急講習29回）受講人数延べ2,112人でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290500 消防本部 警防第一室 

事業名 30 救急活動事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 8,615,000円 決 算 額 8,493,887円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 121,113円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第1条、消防組織法第6条、第7条、第8条等

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　救急活動に必要な物品等を計画的に購入し、救急活動の充実を図ります。

２　救急隊員が安心して業務が遂行できるよう、必要な資器材の購入整備及び保守管理を行います。

３　救急隊員を各種研修会に派遣し、知識の習得と技術の向上を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・救急活動に必要な物品を購入しま ・救急活動に必要な物品を購入しま ・救急活動に必要な物品を購入しま ・救急活動に必要な物品を購入しま

　した。 　した。 　した。 　した。

・近畿救急隊員部会へ職員を派遣し ・近畿救急隊員部会へ職員を派遣し ・近畿救急隊員部会へ職員を派遣し ・近畿救急隊員部会へ職員を派遣し

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

■実施結果

１　救急活動に必要な物品を計画的に購入し、救急活動の充実を図りました。

２　救急資機材の保守管理を実施し、安心・安全な救急活動を行いました。

３　救急隊員の研修派遣により、知識と技術の向上を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290500 消防本部 警防第一室 

事業名 29 応急手当普及啓発事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 523,000円 決 算 額 519,286円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,714円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市消防本部応急手当の普及啓発活動の推進に関する実施要領

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　一般市民を対象に普通救命講習1を定期的に開催します。

２　各種団体を対象に救命入門コース、普通救命講習（1・2・3）、救急講習を開催します。

３　救急医療週間中に上級救命講習、救命入門コースを開催します。

４　講習会や様々なイベントを通じて、応急手当の普及や救急車の適正利用についての啓発活動を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果



ができました。 し、有効な広報活動ができました。 を実施し、有効な広報活動ができ

ました。

■実施結果

１　広報用資器材の購入・修繕整備を行い、効果的な火災・救急広報活動を行いました。

２　訓練指導実施回数181件、水消火器の使用本数延べ392本、水消火器の貸出本数延べ197本でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290500 消防本部 警防第一室 

事業名 32 救助活動事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 3,165,000円 決 算 額 3,103,592円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 61,408円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第36条の2、救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　救助活動上必要となる資器材や救助隊員の安全装備品の購入整備を行います。

２　救助工作車の保守管理を行います。

３　救助工作車の積載資器材の維持管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　救助資器材の購入整備を実施する ・救助資器材の購入整備を実施する ・救助資器材の購入整備を実施する ・救助資器材の購入整備を実施する

とともに、救助工作車の積載資器材 　とともに、救助工作車の積載資器 　とともに、救助工作車の積載資器 　とともに、救助工作車の積載資器

の修理を実施しました。 　材の修理を実施しました。 　材の修理を実施しました。 　材の修理を実施しました。

・救助工作車の積載資器材の保守点 ・救助工作車の積載資器材の保守点 ・救助工作車の積載資器材の保守点

　検を実施しました。 　検を実施しました。 　検を実施しました。

■実施結果

　救助活動上必要な資器材の整備及び救助工作車の積載資器材の維持管理を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290500 消防本部 警防第一室 

事業名 31 火災・救急広報活動事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 196,000円 決 算 額 192,683円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,317円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法、消防法、箕面市消防署の組織等に関する規程

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　火災予防・救急広報活動等に必要な広報資器材の購入・修繕・更新を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　広報用資器材の購入整備を実施 　広報用資器材の購入整備を実施 　広報用資器材の購入整備を実施 　広報用資器材の購入・修繕整備

し、有効な広報活動ができました。 し、有効な広報活動



し ・消防活動に必要な資器材を購入し ・消防活動に必要な資器材を購入し

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

・現有資器材の維持管理を図りまし ・現有資器材の維持管理を図りまし ・現有資器材の維持管理を図りまし ・現有資器材の維持管理を図りまし

　た。 　た。 　た。 　た。

■実施結果

１　消防ホースをはじめとした各種消防資器材を整備し、消防活動の充実を図りました。

２　ガス検知器等の消防機器の保守点検委託をはじめ、現有資器材の維持管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290600 消防本部 警防第二室 

事業名 36 高圧ガス関係事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 1,739,000円 決 算 額 1,726,268円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 12,732円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

高圧ガス保安法第35条、第35条の2、第48条、第49条、一般高圧ガス保安規則第6条、第18条、第50条

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　豊能消防署所管の高圧ガス製造所（圧縮空気製造施設）の定期自主検査（通常）を行います。

２　空気呼吸器用ボンベ等の容器再検査を受けます。

３　空気呼吸器用ボンベの廃棄を行います。

４　ガス溶断器用酸素ボンベのガス充填を行います。

５　空気呼吸器用ボンベの購入を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・高圧ガス製造所（圧縮空気製造施 ・高圧ガス製造所（圧縮空気製造施 ・高圧ガス製造所（豊能消防署所　 ・高圧ガス製造所（圧縮空気製造施

　設）の維持管理を行いました。 　設）の維持管理を行いました。 　管）の定期自主検査（通常）を行 　設）の維持管理を行いました。

・空気呼吸器用ボンベ等の容器再検 　いました。 ・空気呼吸器用ボンベ等の容器再検

　査を受けました。 ・空気呼吸器用ボンベ等の容器再検 　査を受けました。

・空気呼吸器用ボンベの購入を行い 　査を受けました。 ・各種空気ボンベの廃棄を行いまし

　ました。 　た。

■実施結果

１　豊能消防署所管の高圧ガス製造所の定期自主検査（通常）を行い、適正な維持管理を行いました。

２　空気呼吸器用ボンベ等の容器再検査を行い、消防活動及び救助活動に必要な資器材の適正な維持管理を行いました。

３　空気呼吸器用ボンベの購入及び耐用年数を経過した15本の廃棄を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290600 消防本部 警防第二室 

事業名 35 常備消防活動事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 5,869,000円 決 算 額 5,779,418円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 89,582円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法、消防法

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防活動上必要となる資器材の購入整備を行います。

２　消防隊員の安全装備品の購入整備を行います。

３　消防活動上必要となる資器材の保守管理を行います。

４　各種災害事象への対応に備え、隊員の研修及び訓練を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・消防活動に必要な資器材を購入し ・消防活動に必要な資器材を購入



消防本部全体の通信業務に係る経 ・消防本部全体の通信業務に係る経 ・消防本部全体の通信業務に係る経 ・消防本部全体の通信業務に係る経

　費を支払いました。 　費を支払いました。 　費を支払いました。 　費を支払いました。

■実施結果

　通信指令施設の維持管理を行い、機能を有効に活用し、通信指令体制の充実が図れました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 222100 総務部 総務課 

事業名 50 文書管理運営事業（消防）（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 98,473円 決 算 額 8,575円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 89,898円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市文書取扱規程、箕面市役所文書保存期間の標準規程

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防本部の文書を編集・保存する用具類を一括購入します。

２　保存期間別の用具の種類

　①永年・30年保存文書･･･白紙の厚紙の表紙・背表紙・裏表紙（表紙・裏表紙はハトメ金具付き）で編集・保存

　②10年・5年・3年・1年保存文書･･･パイプ式ファイルで編集・保存

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　パイプ式ファイルの第2四半期分 　特にありません。 　パイプ式ファイル及び白表紙につ

の必要数を購入しました。 いて、第4四半期分の必要数を購入

しました。

■実施結果

１　平成28年（度）文書編集用のパイプ式ファイル及び永年・30年保存用白表紙を一括購入しました。

２　パイプ式ファイルのリサイクルを実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　パイプ式ファイルについて計画的に購入し、リサイクル活用します。
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担 当 部 局 290700 消防本部 通信指令室 

事業名 39 常備消防通信事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 31,821,000円 決 算 額 31,139,304円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 681,696円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第24条

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　通信指令施設及び消防救急デジタル無線設備の維持管理を行います。

２　消防本部全体の通信費等の支出を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・通信指令施設の維持管理を行いま ・通信指令施設の維持管理を行いま ・通信指令施設の維持管理を行いま ・通信指令施設の維持管理を行いま

　した。 　した。 　した。 　した。

・



トワーク機器の入替を行いま

するための機能の追加作業委託を行 した。

いました。

■実施結果

１　庁内のネットワーク機器においてコンピュータウイルスを検出・除去するための機能の追加作業委託を行いました。

２　保守契約期間の満了に伴い、庁内のネットワーク機器の入替を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　システム利用業務に支障のないよう、ネットワーク管理運営に努めます。

担 当 部 局 290200 消防本部 予防室 

事業名 57 住宅防火対策推進事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 3,230,000円 決 算 額 3,220,560円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 9,440円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

消防法第9条の2

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市内全戸を対象に、タブレット端末を利用した防火訪問を実施します。

２　訪問データをタブレット端末で入力することにより、効率的なデータ管理を実施します。

３　全戸訪問システムにより、情報を一元管理します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　全戸訪問システムの仕様を構築す 　全戸訪問システムを契約しました 　ＵｎｉｔＢａｓｅにシステムを導 　関係各室に対して取扱を説明し、

るための協議を重ねました。 。 入し、試験運用を開始しました。 本運用を開始しました。

■実施結果

１　タブレット端末を利用した全戸訪問の本運用を開始し、効率的なデータ管理に努めました。

２　関係部局との情報共有等が効率的に実施できました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 222500 総務部 情報政策室 

事業名 54 行政情報ネットワーク等管理運営事業（消防）（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 1,184,000円 決 算 額 1,072,313円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 111,687円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市情報システムの管理運営に関する条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　行政情報ネットワークの維持・拡張に伴う一時経費を支出します。

２　行政情報ネットワーク構成機器の老朽化に伴い、機器の入替をします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　庁内のネットワーク機器において 　保守契約期間の満了に伴い、庁内 　特にありません。

コンピュータウイルスを検出・除去 のネッ



調整をしました。 　請負業者と各種調整をしました。 　能消防署東出張所へ配備しまし

・小型水槽付消防ポンプ自動車1台 ・小型水槽付消防ポンプ自動車のぎ ・小型水槽付消防ポンプ自動車のぎ 　た。

　の購入に係る契約を締結しまし 　装について請負業者と各種調整を 　装について請負業者と各種調整を ・小型水槽付消防ポンプ自動車が納

　た。 　しました。 　しました。 　車され、箕面消防署へ配備しまし

　た。

■実施結果

　高規格救急自動車1台及び小型水槽付消防ポンプ自動車1台を更新整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 61 ＡＥＤ整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 3,058,000円 決 算 額 2,941,388円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 116,612円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市内の公共施設などに設置しているＡＥＤの保守・管理及び消耗品類の購入を行います。

２　耐用期限となるＡＥＤの適正更新を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・公共施設用のＡＥＤ11台の購入契 ・ＡＥＤパドル及びバッテリーの更 　ＡＥＤパドル及びバッテリーの更 ・ＡＥＤパドル及びバッテリーの更

　約を締結し、耐用期限となる7台 　新を実施しました。 新を実施しました。 　新を実施しました。

　を更新、4台を新設しました。 ・ＡＥＤ壁掛け型収納ケースの修繕 ・ＡＥＤ設置公共施設に統一した表

・ＡＥＤパドル及びバッテリーの更 　を実施しました。 　示板を設置しました。

　新を実施しました。

■実施結果

１　耐用期限となった市内公共施設設置のＡＥＤ（11台）の更新を実施しました。

２　使用期限となったＡＥＤパドル及びバッテリーの更新を実施しました。

３　11施設のＡＥＤ11台を更新したことにより、市内公共施設のＡＥＤ設置は76施設76台になりました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 60 常備消防車両購入更新事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 69,170,000円 決 算 額 69,124,890円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 45,110円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防用車両の安全基準

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　更新計画に基づき、高規格救急自動車1台及び小型水槽付消防ポンプ自動車1台を更新整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・高規格救急自動車1台の購入に係 ・高規格救急自動車のぎ装について ・高規格救急自動車のぎ装について ・高規格救急自動車が納車され、豊

　る契約を締結しました。 　請負業者と各種



ＬＳコース、ＰＣＥＣ・ＰＳ

　修等の業務契約を締結しました。 　病院実習へ職員を派遣しました。 　ました。 ＬＳコースへ職員を派遣しました。

・千里二次救命処置コースへ職員を ・救命士養成課程、ＩＣＬＳコース ・救命士養成課程、ＩＣＬＳコース

　派遣しました。 　、ＰＣＥＣ・ＰＳＬＳコース、Ｍ 　へ職員を派遣しました。

　ＣＬＳコース、心電図セミナーへ

　職員を派遣しました。

■実施結果

　救急救命士及び救急隊員を各種研修へ派遣しました。

　（内訳：救急救命士養成課程2人、救急救命士就業前研修1人、気管挿管実習3人、ビデオ喉頭鏡気管挿管実習3人、拡大二行為追加講習5人、

　　ビデオ喉頭鏡追加講習3人、ＩＣＬＳコース4人、心電図セミナー3人、ＰＣＥＣ・ＰＳＬＳコース5人、ＭＣＬＳコース4人）

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290500 消防本部 警防第一室 

事業名 65 高度救急業務資器材整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 443,000円 決 算 額 442,800円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 200円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

救急業務実施基準

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　救急救命士が行う救命処置の拡大に伴う高度救急資器材（気管挿管困難モデル）の購入整備を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　気管挿管認定救命士の技術向上を 　特にありません。 　特にありません。

図るため、高度救急資器材を購入し

ました。

■実施結果

　高度救急資機材（気管挿管困難モデル）を購入整備し、救急救命士の挿管技術向上を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 62 救急業務高度化推進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 5,921,410円 決 算 額 5,754,653円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 166,757円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第35条の5、救急救命士法第2条

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　救急救命士、認定救急救命士を養成します。

２　救急活動の事後検証を行う検証会議に救急救命士を派遣します。

３　救急隊員を各種研修会に派遣します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・救急救命士の資質の向上を図る研 ・気管挿管病院実習、ビデオ喉頭鏡 ・気管挿管病院実習へ職員を派遣し 　ＩＣ



動上必要となる資器材の更新を図りました。

　

　

　

※予算流用　備品購入費532,240円増(庁舎管理事業から流用)

　　　　　　新名神高速道路対応の資器材を緊急に購入する必要が生じたため

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290600 消防本部 警防第二室 

事業名 68 常備消防活動事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 222,000円 決 算 額 221,400円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 600円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

消防組織法、消防法

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　メーカー保守点検対応が終了するガス検知器の機器更新を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　ガス検知器を購入しました。 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

■実施結果

　ガス検知器を機器更新し、消防活動の充実を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290500 消防本部 警防第一室 

事業名 66 救助資器材整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 2,001,240円 決 算 額 2,001,240円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第36条の2、救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　耐用年数を経過した救助資器材の更新を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　呼吸器内装型（陽圧型）化学防護 　呼吸器内装型（陽圧型）化学防護 　特にありません。

服2着の更新に伴う契約を締結しま 服2着の更新整備を行いました。

した。

■実施結果

　救助活



新整備しました。 　整備しました。 しました。

・新規採用職員に貸与する防火帽及 ・新規採用職員に貸与する防火衣を

　び保安帽を購入しました。 　購入しました。

■実施結果

１　耐用年数が経過した防火衣等13着及び装備品を更新整備しました。

２　新規採用職員3名に貸与する装備品を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名  1 非常備消防一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  2 非常備消防費

予 算 現 額 1,530,000円 決 算 額 1,390,942円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 139,058円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　優良消防団員表彰及び永年勤続退職団員等に対し記念品を贈呈します。

２　ポンプ車操法大会に出場する消防団員の健康診断を実施します。

３　(公財)大阪府消防協会が実施する訓練等の事業に参加します。

４　消防団関係各会に負担金を納入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・ポンプ車操法訓練出場選手の健康 　特にありません。 　消防団幹部視察研修を実施しまし 　自治体消防制度70周年記念式典及

　診断を実施しました。 た。 び消防防災活動活性化大会に参加し

・(公財)大阪府消防協会及び豊能地 ました。

　区支部に負担金を納入しました。

・永年勤続退職消防団員に記念品を

　贈呈しました。

■実施結果

１　優良消防団員、永年勤続退職消防団員に表彰状及び記念品を贈呈しました。

２　ポンプ車操法訓練出場選手の健康診断を実施しました。

３　(公財)大阪府消防協会、同豊能地区支部に負担金を納入しました。

４　消防団幹部視察研修を実施しました。

５　自治体消防制度70周年記念式典及び消防防災活動活性化大会に参加しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290600 消防本部 警防第二室 

事業名 69 警防資器材整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 2,326,930円 決 算 額 2,273,810円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 53,120円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法、消防法

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　防火衣の計画的な更新整備を行います。

２　上記と同様に防火帽及び保安帽を計画的に順次更新整備します。

３　新規採用職員に貸与する装備品を整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 ・耐用年数が経過した防火帽及び保 ・耐用年数が経過した防火衣を更新 　新名神高速道路対応資器材を購入

　安帽を更



（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・消防団員等公務災害補償等共済基 　殉職消防団員遺族に年金を支給し 　殉職消防団員遺族に年金を支給し ・殉職消防団員遺族に年金を支給し

　金に負担金を納入しました。 ました。 ました。 　ました。

・殉職消防団員遺族に年金を支給し ・消防団員の公務災害に伴う診療費

　ました。 　を支払いました。

・退職消防団員に退職報償金を支給

　しました。

■実施結果

１　消防団員に年報酬を支給しました。（595人）

２　消防団員等公務災害補償等共済基金に負担金を納入しました。

３　退職消防団員に退職報償金を支給しました。

４　殉職消防団員遺族に年金を支給しました。

５　消防団員の公務災害に伴う診療費を支払いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名  3 消防団員賞じゅつ金事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 1,271,000円 決 算 額 1,269,100円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,900円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市消防職員等賞じゅつ金支給条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防団員が公務災害により死亡し、又は障害の状態となったときなどに、賞じゅつ金を支給する制度を活用するため（一財）大阪市町村消防

　財団に加入し、その負担金を納入します。

２　事案が発生した際に、条例に基づき各賞じゅつ金を支給します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　（一財）大阪市町村消防財団に負 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

担金を納入しました。

■実施結果

１　（一財）大阪市町村消防財団に負担金を納入しました。

２　賞じゅつ金支給事案はありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名  2 消防団員報酬補償等関連事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 43,026,000円 決 算 額 39,334,519円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,691,481円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法、箕面市消防団員等公務災害補償条例、箕面市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例、箕面市消防団員等の定員、任免

、服務、給与等に関する条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防団年報酬を支給します。

２　消防団員等公務災害補償等共済基金へ負担金を納入します。

３　退職する消防団員に対し退職報償金を支給します。

４　殉職消防団員遺族に対し年金を支給します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果



まし　 ・新入団員に被服等を貸与しまし　

　した。 。 　た。 　た。

・階級異動に伴う階級章等を貸与し ・消防団幹部に職章を貸与しまし　 ・消防団員に雨衣上下を貸与しまし

　ました。 　た。 　た。

・ポンプ車操法訓練出場選手に活動

　服を貸与しました。

■実施結果

１　新入団員等に被服一式を貸与しました。

２　ポンプ車操法訓練出場選手に活動服を貸与しました。

３　消防団員に雨衣上下を貸与しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名  5 非常備消防活動事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 19,756,000円 決 算 額 18,466,230円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,289,770円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法、箕面市消防団運営補助金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防団員に出場手当を支給します。

２　消防団活動に必要な資器材を整備します。

３　各種教養訓練への参加や、警戒を実施します。

４　ポンプ車操法訓練に使用する装備品等を貸与します。

５　箕面市消防団運営補助金交付要綱に基づき補助金を交付します。

６　消防団員の安全確保のための装備品を整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・消防団本部及び23分団に運営補助 ・消防団員に出場手当を支給しまし ・消防団員に出場手当を支給しまし ・消防団員に出場手当を支給しまし

　金を支給しました。 　た。 　た。 　た。

・消防団員に出場手当を支給しまし ・第73回豊能地区支部総合訓練大会 ・歳末特別警戒を実施しました。 ・大阪府消防表彰式に参加しまし　

　た。 　及び第61回大阪府消防大会に参加 ・訓練用資器材を購入しました。 　た。

・支部合同基礎教育訓練等に参加し 　しました。

　ました。

■実施結果

１　各種訓練、警戒等を実施しました。

２　各種教育訓練、第73回豊能地区支部総合訓練大会、第61回大阪府消防大会等に参加しました。

３　消防団員に出場手当を支給しました。（延べ5,382人分）

４　消防団本部及び23分団に運営補助金を支給しました。

５　必要資器材を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名  4 消防団員被服貸与事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 2,481,000円 決 算 額 2,327,436円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 153,564円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法第23条、箕面市消防団員等の定員、任免、服務、給与等に関する条例、箕面市消防団の組織等に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　新入団員に対し被服一式を貸与します。

２　階級異動者に対し階級章や周章を貸与します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・新入団員等に被服一式を貸与しま 　新入団員に被服等を貸与しました ・新入団員に被服等を貸与し



、粟生分団格納庫兼詰所の設備等を修繕しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 10 非常備消防車両管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 6,778,000円 決 算 額 6,551,457円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 226,543円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路運送車両法第48条、第58条、第62条、自動車点検基準第3条

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防団車両の運行管理（定期点検、法定点検、ポンプ性能試験等）及び修理・修繕が発生したときの事務手続きを行います。　　　　　　　

２　車両整備に必要な消耗品等及び車両用燃料（軽油・ガソリン）を購入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・消防団車両の法定点検(17台)を ・消防団車両の法定点検(5台)及び ・消防団車両の法定点検(6台)及び ・消防団車両の法定点検(4台)及び

　実施しました。 　継続検査(1台)を実施しました。 　継続検査(12台)を実施しました。 　継続検査(2台)を実施しました。

・車両の修繕及び維持管理を実施し ・車両の修繕及び維持管理を実施し ・車両の修繕及び維持管理を実施し ・車両の修繕及び維持管理を実施し

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

・車両用消耗品を購入しました。 ・車両用消耗品を購入しました。 ・車両用消耗品を購入しました。 ・車両用消耗品を購入しました。

・車両用燃料を購入しました。 ・車両用燃料を購入しました。 ・車両用燃料を購入しました。 ・車両用燃料を購入しました。

■実施結果

１　消防団車両の運行管理を実施しました。

　①車両点検整備（継続検査15台、法定点検延べ32台）

　②消防ポンプ性能試験（消防団車両23台）及び小型動力ポンプ性能試験（小型動力ポンプ24台）

２　車両用燃料（軽油・ガソリン）及び車両用消耗品を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

320

平成２９年度事業成果説明書

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名  6 非常備消防施設維持補修事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 460,000円 決 算 額 456,983円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,017円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市消防団分団格納庫及び詰所等の整備に関する内規

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　消防団施設の維持管理をします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　消防団訓練施設を修繕しました。 　特にありません。 ・消防団訓練施設を修繕しました。 　特にありません。

・桜、粟生外院、粟生分団のテレビ

　アンテナを修繕しました。

■実施結果

　消防団訓練施設、桜分団、粟生外院分団



消防団指令用フ ・消防団無線機及び消防団指令用フ

　ァックスの維持管理を行いまし 　ァックスの維持管理を行いまし 　ァックスの維持管理を行いまし 　ァックスの維持管理を行いまし

　た。 　た。 　た。 　た。

・消防団無線機の再登録申請を行い

　ました。

■実施結果

　消防団無線機（140台）及び消防団指令用ファックス（23台）の維持管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 20 学生消防活動事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 541,000円 決 算 額 391,174円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 149,826円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

箕面市消防団員等の定員、任免、服務、給与等に関する条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防団のＰＲ活動や火災予防啓発活動等に出務した学生消防隊員に対し報酬を支給します。

２　学生消防隊員に対し被服等を貸与します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 ・任命式を実施しました。 　学生消防隊員に活動報酬を支給し

・装備品を貸与しました。 ました。

■実施結果

１　平成29年12月20日（水曜日）に学生消防隊を創設し、22名を学生消防隊員に任命しました。

２　消防出初式などに出務した学生消防隊員延べ68名に報酬を支給しました。

３　学生消防隊員に被服等を貸与しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290700 消防本部 通信指令室 

事業名 15 非常備消防通信事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 329,000円 決 算 額 323,452円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 5,548円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第24条

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防団格納庫に配備している消防団指令ファックスの維持管理を行います。

２　消防団無線機（デジタルトランシーバー）の有効活用を図ります。

３　消防団無線機（デジタルトランシーバー）の再登録申請を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・消防団無線機及び消防団指令用フ ・消防団無線機及び消防団指令用フ ・消防団無線機及び



の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名  1 消火栓整備事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  3 消防施設費

予 算 現 額 3,154,000円 決 算 額 2,648,803円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 505,197円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第20条第2項

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　漏水、故障した公設消火栓の改修整備を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　消火栓4基を修理しました。 　消火栓3基を修理しました。 　消火栓2基を修理しました。 　特にありません。

■実施結果

　公設消火栓9基の修理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 50 非常備消防施設維持補修事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 4,585,000円 決 算 額 4,497,120円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 87,880円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市消防団分団格納庫及び詰所等の整備に関する内規

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面分団格納庫の塗装を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　箕面分団外壁塗装工事の入札を実 　箕面分団外壁塗装工事を実施しま

施しました。 した。

■実施結果

　箕面分団格納庫の外壁塗装工事をしました。

■実施事業の課題



・消防水利の標識等を購入しまし　

。 　（1カ所）を実施しました。 。 　た。

・公設防火水槽敷地内の除草（13カ ・公設防火水槽敷地内の修繕工事　

　所、1回目）を実施しました。 　（3カ所）を実施しました。

・公設防火水槽敷地内の除草（13カ

　所、2回目）を実施しました。

■実施結果

　消防水利標識及び防火水槽敷地内の整備（13カ所を2回）、維持管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 50 消防庁舎補修等事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  3 消防施設費

予 算 現 額 18,451,000円 決 算 額 18,375,984円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 75,016円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法、消防法

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防本部（署）庁舎を改修します。

２　東分署庁舎を改修します。

３　豊能消防署東出張所を改修します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　東出張所のパーソナルロッカーを ・本部庁舎のトイレを改修しまし　 　東分署のトイレを修繕しました。

購入しました。 　た。

・西分署のコンプレッサーを撤去し

　建屋を解体しました。

・本部庁舎の屋外トイレをコンプ　

　レッサー室に改修しました。

■実施結果

１　本部庁舎のトイレを改修しました。

２　西分署のコンプレッサーを撤去し建屋を解体しました。また、本部庁舎の屋外トイレをコンプレッサー室に改修しました。

３　東分署のトイレを修繕しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 290600 消防本部 警防第二室 

事業名  5 消防水利管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  3 消防施設費

予 算 現 額 1,357,000円 決 算 額 1,353,358円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,642円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第20条、消防水利の基準第7条

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　公設消火栓、公設防火水槽の消防水利標識等の設置及び取替えを行います。

２　公設防火水槽及び付属施設の修繕を行います。

３　公設防火水槽敷地内の除草等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　消防水利の標識等を購入しました ・公設防火水槽敷地内の修繕工事　 　消防水利の標識等を購入しました



　消火栓3基を新設しました。

２　水道管敷設替えに伴う消火栓25基を付け替えました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 303100 子ども未来創造局 教育政策室 

事業名  1 教育委員会設置事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  1 教育委員会費

予 算 現 額 9,893,300円 決 算 額 9,840,656円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 52,644円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　教育委員会会議の開催に係る事務を行うとともに、教育委員会委員（教育長以外）の報酬や費用弁償などの支払や教育委員会委員に関する事

　務を行います。

２　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、平成28年度の教育委員会活動の点検・評価を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・教育委員会定例会を3回、臨時会 ・教育委員会定例会を3回、臨時会 ・教育委員会定例会を3回、臨時会 ・教育委員会定例会を3回、臨時会

　を1回開催しました。（議案24 　を2回開催しました。（議案13 　を2回開催しました。（議案14 　を1回開催しました。（議案22

　件、報告24件） 　件、報告17件） 　件、報告14件） 　件、報告16件）

・「教育委員会活動の点検及び評価 ・「教育委員会活動の点検及び評価 ・総合教育会議を開催しました。 ・第2回総合教育会議を開催し、

　に関する報告書」の作成を進めま 　に関する報告書」を作成し、市議 　「箕面市教育大綱2018」を策定　

　した。 　会に提出しました。 　しました。

■実施結果

１　教育委員会会議は毎月の定例会及び臨時会を開催しました。（議案73件、報告71件）

２　教育課題の学習会の他、学校現場の視察を行いました。

３　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第26条の規定により、平成28年度の教育委員会活動の点検・評価を行い、評価委員からの意見

　を付した報告書を作成し、市議会に提出するとともに、もみじだよりやホームページなどでその内容を公表しました。

４　総合教育会議を開催し、教育に関する方向性についてまとめた「箕面市教育大綱2018」の策定に向けた議論を行いました。

５　もみじだよりを活用し、タイムリーな情報発信を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　必要に応じて学校現場等への視察を実施してきましたが、今後も継続的に実施していく必要があります。

２　「箕面市教育大綱2018」について、その時々の状況を鑑みながら、毎年振り返りと見直しを行い、内容を検討する必要があります。
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担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 55 消火栓新設事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  3 消防施設費

予 算 現 額 19,354,000円 決 算 額 15,086,412円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,267,588円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第20条第2項

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消火栓の新設工事費を負担します。

２　水道管敷設替えに伴う消火栓の設置工事費を負担します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　上下水道局へ新設消火栓3基の工 　特にありません。 　特にありません。 ・新設消火栓3基を設置しました。

事を発注しました。 ・消火栓25基の敷設替えを行いまし

　た。

■実施結果

１


